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◎指定管理者の指定

◎条例の制定・改正

〇池田町福祉センターを社会福祉法人池田町社会福祉協議会に
　令和7年4月1日から令和12年3月31日まで

〇池田町国民健康保険税条例の一部改正
　仮算定を廃止し、普通徴収の納期を、従来の5月～2月から、6月～3月に改正

〇池田町立学校並びに公民館の使用及び使用料の徴収に関する条例の一部改正
　・学校の使用料1回につき徴収
　・午前又は午後の昼間… 1,550 円→ 1,650 円
　・屋外… 1,030 円→ 1,100 円
　・全日　昼間… 3,090 円→ 3,300 円
　・夜間… 4,120 円→ 4,400 円

　・屋外運動場で夜間照明を点灯して使用する場合
　　池田中学校… 2,060 円→ 2,200 円
　　八幡小学校… 1,030 円→ 1,100 円
　　温知小学校… 1,030 円→ 1,100 円
　　宮地小学校… 1,030 円→ 1,100 円
　　池田小学校… 1,030 円→ 1,100 円

改正前
納付月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
期　別 第 1期 第 2期 第 3期 第 4期 第 5期 第 6期 第 7期 第 8期 第 9期 第10期
算　定 仮算定 本算定

➡
改正後

納付月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
期　別 第 1期 第 2期 第 3期 第 4期 第 5期 第 6期 第 7期 第 8期 第 9期 第10期
算　定 本算定

◎池田町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例

〇池田町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例（昭和39年池田町条例第1号）の一部を次
のように改正する。35年以上を設ける。
退職報償金支給額表

階級
勤務年数

5年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上
35年未満 35年以上

団長 239,000
円

344,000
円

459,000
円

594,000
円

779,000
円

979,000
円

1,079,000
円

副団長 229,000 329,000 429,000 534,000 709,000 909,000 1,009,000
分団長 219,000 318,000 413,000 513,000 659,000 849,000 949,000
副分団長 214,000 303,000 388,000 478,000 624,000 809,000 909,000
部長及び
班長 204,000 283,000 358,000 438,000 564,000 734,000 834,000

団員 200,000 264,000 334,000 409,000 519,000 689,000 789,000

・冷暖房使用料を新規に追加… （単位：円）
施設名称 冷暖房（1時間当）

池
田
中
学
校

柔道場 220
剣道場 220
体操卓球場 330
体育館2階（全面） 1,100
体育館2階（半面） 550
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第１回定例会（2025年３月議会） 3月3日
▼ 

3月13日
令和７年度予算可決

自
主
財
源
　47.9％

　　　

一般会計
歳　入

101億6,900万円

町税
32億2,129万円

31.7%

地方交付税
21億8,600万円

21.5%

地方交付税
21億8,600万円

21.5%

国庫支出金
11億8,655万円
11.7%

国庫支出金
11億8,655万円
11.7%

県支出金
8億1,158万円

8.0%

地方消費税交付金
5億7,100万円　5.6%
【（社会保障財源化分）3億2,800万円】
【（従来分）　　　　　2億4,300万円】

地方譲与税、地方特例交付金など
2億8,645万円　2.8%

町債　2億5,550万円　2.5%

繰越金   1億4,000万円　1.4%分担金及び負担金、財産収入など
　1億625万円　1.0%

寄附金   
3億3,556万円　3.3%

諸収入   
3億9,088万円　3.8%

繰入金
6億822万円
6.0%

繰入金
6億822万円
6.0%

使用料及び手数料　
6,972万円　0.7%

依
存
財
源

　52.1
％

　

一般会計
歳　出

101億6,900万円

農林水産業費
6億8,405万円

6.7%

衛生費
7億2,949万円

7.2%

消防費
4億8,014万円　4.7%

その他   3,002万円　0.3%

議会費   7,975万円　0.8%
商工費   7,219万円　0.7%

民生費
33億5,487万円

33.0%
公債費

8億1,608万円
8.0%

土木費
9億6,410万円

9.5%
総務費

16億1,197万円
15.9%

教育費
13億4,634万円

13.2%

条例の制定・改正…………………………… 19件
町道の路線認定(2路線）………………………… 1件
令和6年度補正予算……………………………… 7件
令和7年度当初予算……………………………… 9件
令和7年度補正予算……………………………… 1件
林野組合議会議員補欠選挙…………………… 1件
指定管理の指定………………………………… 1件

〇足打谷林野組合議会補欠議員
　河村　和彦（願成寺）　新任

審議された議案人事案件

一般会計	 101 億 6,900 万円	（前年当初比 1.6％増）

特別会計 32億 2,800 万円	（前年当初比 10.6％増）
（万円）

事業会計 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

水　　　　道 38,150 36,527 61,549 75,648

農業集落排水 30,695 30,695 10,256 16,196

公共下水道 55,900 55,900 43,067 56,638

令和7年度一般会計当初予算　 ※表示未満切捨
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◎
令
和
６
年
度
温
泉
施
設
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

問
12
月
補
正
の
運
営
提
案
委

託
料
で
今
の
段
階
で
提
案

さ
れ
た
内
容
は
。

答
池
田
温
泉
と
類
似
し
た
他

県
の
温
浴
施
設
の
運
営

形
態
を
基
に
、
池
田
温
泉

の
現
状
を
把
握
し
、
無
駄

を
省
く
、
あ
ら
た
に
稼
ぐ

こ
と
な
ど
提
案
を
い
た
だ

い
た
。
そ
の
ほ
か
の
提
案

に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
と

な
っ
て
い
る
。

問
本
館
の
食
堂
の
稼
働
状
況

は
。

答
「
た
ち
川
は
な
れ
」
が
運
営

し
て
い
た
が
、
お
客
が
少

な
く
、
材
料
費
高
騰
な
ど

経
営
的
に
厳
し
い
と
の
こ

と
で
令
和
７
年
１
月
31
日

に
退
店
し
た
。

◎
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

問
防
災
備
蓄
倉
庫
コ
ン
テ
ナ

型
３
棟
は
ど
こ
に
設
置
す

る
の
か
。

答
道
の
駅
の
駐
車
場
、
東
地

区
公
園
、
池
田
公
園
多
目

的
広
場
北
側
の
３
カ
所
。

問
町
制
70
周
年
記
念
事
業
の

内
容
は
。

答
町
道
は
道
路
法
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
承
認
を
経

て
認
定
さ
れ
た
道
路
で
、

町
が
適
正
に
管
理
す
る
道

路
。
私
道
は
所
有
者
が
お

り
、
町
と
し
て
管
理
し
な

い
道
路
。

◎
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

が
不
足
し
て
返
礼
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
無
か
っ
た

か
。

答
返
礼
品
が
不
足
し
て
返
礼

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
な

い
。
在
庫
が
な
く
な
っ
た

時
点
で
返
礼
品
か
ら
削
除

し
た
例
は
あ
る
。

問
令
和
６
年
12
月
20
日
の
新

聞
報
道
に
お
け
る
弁
護
士

費
用
の
件
で
、
そ
の
後
の

状
況
、
裁
判
が
続
く
場
合

費
用
は
ど
う
な
る
。

答
現
在
は
、
第
一
回
の
口
頭

弁
論
を
控
え
て
い
る
状
況
。

費
用
は
、
６
年
度
補
正
分

は
着
手
金
の
44
万
円
、
令

和
７
年
度
は
終
結
料
の

44
万
円
で
合
計
88
万
円
を

予
算
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

控
訴
す
る
等
の
度
に
別
途

料
金
が
必
要
に
な
る
。

総
務
建
設
産
業
委
員
会

3
月
10
日
開
催

◎
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

問
旅
費
の
改
正
で
実
費
給
付

と
な
る
が
、
確
認
方
法
は
。

答
領
収
書
等
で
確
認
す
る
。

◎
中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例

問
条
例
と
は
別
に
要
綱
等
は

出
来
て
い
る
か
。

答
創
業
支
援
事
業
、
特
産
品

な
ど
の
開
発
支
援
事
業
、

中
小
企
業
者
等
補
助
金
申

請
支
援
事
業
に
つ
い
て
要

綱
を
定
め
て
い
る
。

◎
町
道
の
路
線
認
定

問
町
道
と
私
道
は
ど
の
よ
う

な
基
準
で
決
め
て
い
る
か
。

質疑
あれこれ
3月議会に上程された議案の中か
ら主な質疑を要約してお知らせし
ます。

答
50
周
年
１
０
０
周
年
な
ど

区
切
り
の
い
い
節
目
な
ら

記
念
式
典
等
を
考
え
る

が
、
今
回
は
考
え
て
い
な

い
。
功
労
者
表
彰
や
、
全

戸
に
令
和
８
年
用
カ
レ
ン

ダ
ー
の
配
布
を
予
定
し
て

い
る
。

◎
令
和
７
年
度
温
泉
施
設
特
別

会
計
予
算

問
温
泉
運
営
等
支
援
委
託
料

は
。

答
４
０
９
万
２
千
円
を
計
上
し

て
い
る
。
令
和
６
年
度
運

営
分
析
提
案
委
託
業
務
に

つ
い
て
は
、
６
月
定
例
会
ま

で
に
委
託
業
者
の
調
査
内

容
や
助
言
、
提
案
な
ど
説

明
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

問
温
泉
基
金
残
高
は
。

答
令
和
６
年
度
３
，５
０
０
万

円
を
取
崩
し
た
の
で
年
度

末
残
高
は
６
，５
０
０
万
円

程
。

◎
土
地
取
得
特
別
会
計
予
算

問
北
部
工
業
団
地
第
６
期
、

第
７
期
造
成
事
業
の
設
計

委
託
料
７
，２
２
０
万
円

は
令
和
６
年
度
の
12
月

補
正
の
債
務
負
担
行
為
補

正
分
は
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。

答
補
正
分
２
，５
４
０
万
円
は
入

札
差
金
等
で
２
，２
２
０
万

円
と
な
っ
た
。５
，０
０
０
万

円
は
第
６
期
設
計
委
託
料

で
あ
る
。

北部工業団地第6期・第7期配置図
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◎条例の制定・改正

◎町道の路線認定

◎令和 6年度補正予算等

◎令和７年度補正予算

◎令和 7年度予算の新規事業等

○池田町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正
　・番号利用法改正に伴う条ずれの改正
　・刑法等一部改正法により、条文中「懲役」を「拘禁刑」に改める
○池田町中小企業及び小規模企業振興基本条例の制定
　・小規模企業振興基本法に基づき、基本理念や役割の明確化

藤代 68号線、下八幡 73号線の 2路線。

一般会計補正予算（第10号）
　・議会費の弁護士相談業務委託料で 44万円の追加
国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
　・歳入歳出予算に 7,984 万 5千円を追加し、
　　総額を 21億 3,143 万 7千円とする

・行政アドバイザーの報酬で 180万５千円の追加

・竹中町長が掲げる6分野に重点を置いた予算編成、施策の推進。
　移住定住推進事業… 1,223 万円
　ハラスメント根絶事業… 169 万円
　中小企業チャレンジ応援事業… 300 万円
　防災施設・資機材整備事業… 3,365 万円
　地域防災計画改定・地震ハザードマップ作成事業… 1,195 万円
　GIGAスクール事業… 12,964 万円
　学校あり方検討委員会運営事業… 42 万円
　ねんりんピック岐阜 2025事業… 603 万円

◎議案　条例の改正　４件

主な条例改正
・議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の改正　4.5月分→4.6月分
・池田町常勤特別職の給与に関する条例の改正　　　　　4.5月分→4.6月分
・池田町職員の給与に関する条例の一部改正
　　民間給与との較差を埋め若年層に厚くするため初任給と期末勤勉手当の引上げ改定

◎主な補正予算

・令和6年度一般会計補正予算（第9号）
　　物価高騰対応重点支援経済対策交付金推奨事業　6,077 万 8千円の追加
　　物価高騰対応重点支援経済対策給付金事業　　　7,200 万円の追加

臨時会報告　第1回臨時会　（2025年1月21日）
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提
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ら
と

な
っ
て
い
る
。

問
本
館
の
食
堂
の
稼
働
状
況

は
。

答
「
た
ち
川
は
な
れ
」
が
運
営

し
て
い
た
が
、
お
客
が
少

な
く
、
材
料
費
高
騰
な
ど

経
営
的
に
厳
し
い
と
の
こ

と
で
令
和
７
年
１
月
31
日

に
退
店
し
た
。

◎
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

問
防
災
備
蓄
倉
庫
コ
ン
テ
ナ

型
３
棟
は
ど
こ
に
設
置
す

る
の
か
。

答
道
の
駅
の
駐
車
場
、
東
地

区
公
園
、
池
田
公
園
多
目

的
広
場
北
側
の
３
カ
所
。

問
町
制
70
周
年
記
念
事
業
の

内
容
は
。

答
町
道
は
道
路
法
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
承
認
を
経

て
認
定
さ
れ
た
道
路
で
、

町
が
適
正
に
管
理
す
る
道

路
。
私
道
は
所
有
者
が
お

り
、
町
と
し
て
管
理
し
な

い
道
路
。

◎
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

が
不
足
し
て
返
礼
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
無
か
っ
た

か
。

答
返
礼
品
が
不
足
し
て
返
礼

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
な

い
。
在
庫
が
な
く
な
っ
た

時
点
で
返
礼
品
か
ら
削
除

し
た
例
は
あ
る
。

問
令
和
６
年
12
月
20
日
の
新

聞
報
道
に
お
け
る
弁
護
士

費
用
の
件
で
、
そ
の
後
の

状
況
、
裁
判
が
続
く
場
合

費
用
は
ど
う
な
る
。

答
現
在
は
、
第
一
回
の
口
頭

弁
論
を
控
え
て
い
る
状
況
。

費
用
は
、
６
年
度
補
正
分

は
着
手
金
の
44
万
円
、
令

和
７
年
度
は
終
結
料
の

44
万
円
で
合
計
88
万
円
を

予
算
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

控
訴
す
る
等
の
度
に
別
途

料
金
が
必
要
に
な
る
。

総
務
建
設
産
業
委
員
会

3
月
10
日
開
催

◎
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

問
旅
費
の
改
正
で
実
費
給
付

と
な
る
が
、
確
認
方
法
は
。

答
領
収
書
等
で
確
認
す
る
。

◎
中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例

問
条
例
と
は
別
に
要
綱
等
は

出
来
て
い
る
か
。

答
創
業
支
援
事
業
、
特
産
品

な
ど
の
開
発
支
援
事
業
、

中
小
企
業
者
等
補
助
金
申

請
支
援
事
業
に
つ
い
て
要

綱
を
定
め
て
い
る
。

◎
町
道
の
路
線
認
定

問
町
道
と
私
道
は
ど
の
よ
う

な
基
準
で
決
め
て
い
る
か
。

質疑
あれこれ
3月議会に上程された議案の中か
ら主な質疑を要約してお知らせし
ます。

答
50
周
年
１
０
０
周
年
な
ど

区
切
り
の
い
い
節
目
な
ら

記
念
式
典
等
を
考
え
る

が
、
今
回
は
考
え
て
い
な

い
。
功
労
者
表
彰
や
、
全

戸
に
令
和
８
年
用
カ
レ
ン

ダ
ー
の
配
布
を
予
定
し
て

い
る
。

◎
令
和
７
年
度
温
泉
施
設
特
別

会
計
予
算

問
温
泉
運
営
等
支
援
委
託
料

は
。

答
４
０
９
万
２
千
円
を
計
上
し

て
い
る
。
令
和
６
年
度
運

営
分
析
提
案
委
託
業
務
に

つ
い
て
は
、
６
月
定
例
会
ま

で
に
委
託
業
者
の
調
査
内

容
や
助
言
、
提
案
な
ど
説

明
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

問
温
泉
基
金
残
高
は
。

答
令
和
６
年
度
３
，５
０
０
万

円
を
取
崩
し
た
の
で
年
度

末
残
高
は
６
，５
０
０
万
円

程
。

◎
土
地
取
得
特
別
会
計
予
算

問
北
部
工
業
団
地
第
６
期
、

第
７
期
造
成
事
業
の
設
計

委
託
料
７
，２
２
０
万
円

は
令
和
６
年
度
の
12
月

補
正
の
債
務
負
担
行
為
補

正
分
は
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。

答
補
正
分
２
，５
４
０
万
円
は
入

札
差
金
等
で
２
，２
２
０
万

円
と
な
っ
た
。５
，０
０
０
万

円
は
第
６
期
設
計
委
託
料

で
あ
る
。

北部工業団地第6期・第7期配置図



いけだ議会だより　No.196
2025年5月１日発行　7

一 般 質 問

　
池
田
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設

備
は
令
和
７
年
３
月
末
に
完
成
す

る
が
今
後
の
熱
中
症
や
災
害
時
避

難
所
と
し
て
の
予
定
は
？

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
学
校
体
育
館
は
、
学
校
行
事
や

社
会
体
育
で
の
利
用
の
ほ
か
、
災
害

時
に
は
避
難
所
と
し
て
利
用
等
多

用
な
用
途
で
使
用
さ
れ
ま
す
。
町
内

全
て
の
学
校
に
空
調
設
備
を
整
備

す
る
に
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し

て
も
財
政
負
担
が
大
き
く
な
り
財

源
確
保
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
に
「
学
校
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

ど
の
学
校
の
施
設
整
備
や
更
新
、

改
修
な
ど
を
進
め
て
い
く
の
か
の
議

論
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
今
後
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け

る
防
災
力
向
上
の
取
組
と
し
て
、
来

年
度
国
の
新
し
い
地
方
経
済
・
生

活
環
境
創
生
交
付
金
を
活
用
し
て
、

町
内
各
体
育
館
に
複
数
台
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
配
備
し
、
避
難
所
の

生
活
環
境
改
善
を
進
め
ま
す
。

大西照彦 議員

学校の室内運動場の空調設備の今後

池
田
町
の
小
中
学
校
で
の

　
　
不
登
校
児
の
状
況
と
支
援
状
況

　
小
中
学
校
で
の
不
登
校
の
状
況

と
支
援
状
況
は
？

教
育
長

　
池
田
町
で
は
、
令
和
５
年
度

不
登
校
児
童
・
生
徒
は
小
学
校
で�

１
・
60
％
、
中
学
校
で
５
・
93
％
で
、

全
国
よ
り
低
い
割
合
で
す
が
、
こ
こ

数
年
増
加
傾
向
で
、
ＳO

Ｓ
を
出

し
て
い
る
児
童
・
生
徒
も
ふ
え
て
い

ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
出
席
状
況
や
授

業
中
の
様
子
に
注
意
を
払
い
、
声

掛
け
を
徹
底
、
具
体
的
に
心
配
事

を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
に
は
、
教

員
だ
け
で
な
く
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
あ
る
い
は
支
援
員
を
配
置
し
、

学
校
へ
登
校
で
き
な
い
生
徒
に
は
、

ほ
ほ
え
み
教
室
を
３
町
で
開
設
し
学

習
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
の
要
因
は
、小
学
校
で
は
、

「
無
気
力
・
不
安
」
が
47
・
１
％
　

中
学
校
で
は
「
無
気
力
・
不
安
」
が

25
・
５
％
で一
番
多
く
「
生
活
の
リ

ズ
ム
の
乱
れ
」「
そ
の
他
」
と
続
き

ま
す
。

　
原
因
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ず
自
分
で
言
語
化
で
き
な
い
の

で
、
理
由
を
尋
ね
る
だ
け
で
な
く
小

さ
な
変
化
も
見
逃
さ
ず
、
兆
候
が

見
ら
れ
る
段
階
か
ら
対
応
し
て
い
く

事
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
対
応
困
難
者
に
備
え
ス
ク
ー
ル

ロ
イ
ヤ
ー
委
託
を
継
続
し
、
教
員

だ
け
で
な
く
、
教
員
Ｏ
Ｂ
17
名
の
支

援
員
も
依
頼
支
援
し
ま
す
。

岐阜県不登校児童生徒数の推移
（小・中学校）

令和 5年度　不登校児童・生徒の全体に占める割合

区　分 池田町 岐阜県 全　国

小学校 1.6％ 2.25％ 2.14％

中学校 5.93％ 6.58％ 6.71％

中学校の空調設備
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小学校
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２
つ
は
郡
内
他
町
ク
ラ
ブ

（
柔
道
→
大
野
町
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
→
揖
斐
川
町
）
に

移
行
が
完
了
し
た
。「
池
田

ジ
ュ
ニ
ア
」
は
運
動
系
11
、

文
科
系
２
、
合
計
13
ク
ラ

ブ
で
活
動
し
て
い
く
。

◎
令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

問
８
，０
０
０
万
円
の
補
正

の
理
由
は
。

答
７
月
に
コ
ロ
ナ
の
流
行
と

12
月
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
大
流
行
し
た
事
で
、
療

養
給
付
費
（
医
療
費
）
が

８
，０
０
０
万
円
足
り
な
く

な
る
見
込
み
で
の
補
正
で

あ
る
。

◎
令
和
６
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

問
す
こ
や
か
健
診
や
さ
わ
や

か
口
腔
検
診
の
受
診
率

は
？

答
す
こ
や
か
健
診
は
６
年
度

見
込
み
で
31
・
４
％
、
口

腔
検
診
は
６・５
％
の
見
込

み
。

◎
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

問
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
２
０
２
５

年
問
題
で
該
当
す
る
案
件

は
あ
る
の
か
。

◎
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）

問
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付

金
事
業
は
？

答
国
の
事
業
で
、
令
和
５
年

２
月
か
ら
５
万
円
の
現
金

給
付
で
ス
タ
ー
ト
、
同
年

10
月
か
ら
現
在
の
ギ
フ
ト

ポ
イ
ン
ト
制
に
変
わ
っ
た
。

令
和
７
年
度
か
ら
制
度
化

さ
れ
現
金
給
付
と
な
る
。

問
池
田
中
学
校
の
部
活
動
の

地
域
移
行
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
？

答
運
動
部
系
14
、
文
科
系
３

の
部
活
動
は
、
休
日
部
活

動
の
地
域
移
行
に
当
た
り
、

一
部
を
統
合
し
、
令
和
６

年
10
月
に
「
池
田
ジ
ュ
ニ

ア
（
地
域
ク
ラ
ブ
）」
へ
、

民
生
文
教
委
員
会

3
月
５
日
開
催

◎
池
田
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　
　
従
来
の
５
月
か
ら
翌
年
２
月

の
10
期
10
回
を
改
正
後
６
月
か

ら
翌
年
３
月
の
10
期
10
回
に
変

更
。
仮
算
定
を
廃
止
す
る
。

◎
池
田
町
立
学
校
や
公
民
館
の

使
用
料
に
関
す
る
条
例
改
正

　�

　
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
機

設
置
に
伴
い
、
使
用
時
の
料
金

設
定
を
行
っ
た
。
受
益
者
負
担

を
原
則
と
し
て
運
用
し
て
い
く
。

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
使
用
料

に
つ
い
て
も
改
廃
を
行
っ
た
が
、

今
後
の
利
用
状
況
を
調
査
し
て

検
討
す
る
。

答
社
会
教
育
課
で
は
郷
土
歴

史
な
ど
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

が
あ
る
が
、
適
宜
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
移
行
対
応
す
る
。

問
通
学
路
以
外
の
防
犯
カ
メ

ラ
は
各
学
校
に
何
台
設
置

し
て
あ
る
の
か
？

答
外
部
か
ら
の
侵
入
者
の
監

視
を
目
的
と
し
て
、
す
べ

て
の
学
校
に
４
台
設
置
し

て
い
る
。

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

3
月
6
日
開
催

◎
議
員
の
定
数
・
報
酬
に
つ
い

て
　
　
継
続
議
題
と
し
て
協
議
し
た
。

現
状
維
持
の
意
見
多
数
。
今
後

も
定
期
的
に
見
直
し
て
い
く
。

　
　
報
酬
の
始
期
及
び
終
期
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
「
月
割
り
」

か
ら
「
日
割
り
」
へ
変
更
す
る
。

町
の
条
例
を
改
正
す
べ
く
、
所

定
の
手
続
き
を
進
め
る
。

◎
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
池
田
町
議

会
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
仮
）

に
つ
い
て

　
　
議
員
懇
談
会
で
提
案
さ
れ
た

件
を
協
議
し
た
。

　
　
目
的
は
、
池
田
町
議
会
の

本
会
議
の
映
像
を
、
よ
り
多
く

の
町
民
の
皆
様
に
見
て
頂
け
る

よ
う
動
画
配
信
サ
イ
ト
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
配
信
す
る
、
の
主

旨
。

　
　
運
用
面
で
の
確
認
事
項
も
出

た
た
め
、
継
続
審
査
と
す
る
。

中学校体育館の空調機

防犯カメラ



いけだ議会だより　No.196
2025年5月１日発行　7

一 般 質 問

　
池
田
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設

備
は
令
和
７
年
３
月
末
に
完
成
す

る
が
今
後
の
熱
中
症
や
災
害
時
避

難
所
と
し
て
の
予
定
は
？

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
学
校
体
育
館
は
、
学
校
行
事
や

社
会
体
育
で
の
利
用
の
ほ
か
、
災
害

時
に
は
避
難
所
と
し
て
利
用
等
多

用
な
用
途
で
使
用
さ
れ
ま
す
。
町
内

全
て
の
学
校
に
空
調
設
備
を
整
備

す
る
に
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し

て
も
財
政
負
担
が
大
き
く
な
り
財

源
確
保
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
に
「
学
校
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

ど
の
学
校
の
施
設
整
備
や
更
新
、

改
修
な
ど
を
進
め
て
い
く
の
か
の
議

論
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
今
後
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け

る
防
災
力
向
上
の
取
組
と
し
て
、
来

年
度
国
の
新
し
い
地
方
経
済
・
生

活
環
境
創
生
交
付
金
を
活
用
し
て
、

町
内
各
体
育
館
に
複
数
台
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
配
備
し
、
避
難
所
の

生
活
環
境
改
善
を
進
め
ま
す
。

大西照彦 議員

学校の室内運動場の空調設備の今後

池
田
町
の
小
中
学
校
で
の

　
　
不
登
校
児
の
状
況
と
支
援
状
況

　
小
中
学
校
で
の
不
登
校
の
状
況

と
支
援
状
況
は
？

教
育
長

　
池
田
町
で
は
、
令
和
５
年
度

不
登
校
児
童
・
生
徒
は
小
学
校
で�

１
・
60
％
、
中
学
校
で
５
・
93
％
で
、

全
国
よ
り
低
い
割
合
で
す
が
、
こ
こ

数
年
増
加
傾
向
で
、
ＳO

Ｓ
を
出

し
て
い
る
児
童
・
生
徒
も
ふ
え
て
い

ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
出
席
状
況
や
授

業
中
の
様
子
に
注
意
を
払
い
、
声

掛
け
を
徹
底
、
具
体
的
に
心
配
事

を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
に
は
、
教

員
だ
け
で
な
く
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
あ
る
い
は
支
援
員
を
配
置
し
、

学
校
へ
登
校
で
き
な
い
生
徒
に
は
、

ほ
ほ
え
み
教
室
を
３
町
で
開
設
し
学

習
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
の
要
因
は
、小
学
校
で
は
、

「
無
気
力
・
不
安
」
が
47
・
１
％
　

中
学
校
で
は
「
無
気
力
・
不
安
」
が

25
・
５
％
で一
番
多
く
「
生
活
の
リ

ズ
ム
の
乱
れ
」「
そ
の
他
」
と
続
き

ま
す
。

　
原
因
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ず
自
分
で
言
語
化
で
き
な
い
の

で
、
理
由
を
尋
ね
る
だ
け
で
な
く
小

さ
な
変
化
も
見
逃
さ
ず
、
兆
候
が

見
ら
れ
る
段
階
か
ら
対
応
し
て
い
く

事
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
対
応
困
難
者
に
備
え
ス
ク
ー
ル

ロ
イ
ヤ
ー
委
託
を
継
続
し
、
教
員

だ
け
で
な
く
、
教
員
Ｏ
Ｂ
17
名
の
支

援
員
も
依
頼
支
援
し
ま
す
。

岐阜県不登校児童生徒数の推移
（小・中学校）

令和 5年度　不登校児童・生徒の全体に占める割合

区　分 池田町 岐阜県 全　国

小学校 1.6％ 2.25％ 2.14％

中学校 5.93％ 6.58％ 6.71％

中学校の空調設備

4000

3000

2000

1000

0

（人）

（年）R03 R04
中学校

R05

3527352733763376
28092809

1879187915621562
22142214

小学校
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一 般 質 問

②�

大
口
径
の
埋
設
水
路
管
は
西
濃

用
水
の
み
、
口
径
２・
３
ｍ
が

２・８
㎞
。
２
・
65
ｍ
が
１・７

㎞
。
地
盤
か
ら
１・５
～
６・８

ｍ
に
埋
設
。

③�

補
助
活
用
に
は
計
画
策
定
が
必

要
で
あ
り
、
調
整
な
ど
の
時
間

や
費
用
が
か
か
る
。
１
筆
ご
と

に
境
界
確
定
可
能
な
地
籍
調
査

事
業
を
優
先
し
て
い
き
た
い
。

水
道
課
長

　
上
下
水
道
管
破
損
に
よ
る
道
路

陥
没
は
、
給
水
管
原
因
で
は
本
年

度
１
件
。
突
発
的
な
漏
水
事
故
が

年
間
60
件
程
で
、
取
り
出
し
管
が

ほ
ぼ
７
割
、
路
肩
付
近
が
多
い
。

水
道
管
の
深
さ
は
１
ｍ
か
ら
１
・

２
ｍ
で
、
町
内
総
延
長
は
２
０
５

㎞
。

　
水
道
管
の
耐
用
年
数
は
40
年
と

さ
れ
て
お
り
、
供
用
開
始
が
最
も

早
い
北
部
で
昭
和
61
年
の
た
め
、

管
路
更
新
計
画
を
策
定
予
定
。

　
一
方
、
下
水
道
管
は
腐
食
が
進

み
や
す
い
環
境
で
は
５
年
に
１
回

の
点
検
義
務
化
。
平
成
28
年
度
か

ら
、
不
明
水
流
入
が
多
い
管
路
に

管
内
カ
メ
ラ
調
査
を
実
施
、
不
良

箇
所
は
修
繕
対
応
。

　
下
水
道
管
の
標
準
耐
用
年
数
は

50
年
で
、
中
谷
地
区
農
業
集
落
排

水
で
、
供
用
開
始
か
ら
27
年
で
あ

る
た
め
更
新
時
期
は
ま
だ
先
。

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、
直
近
５
年
間

で
１
，４
５
６
頭
捕
獲
、
令
和
７

年
度
か
ら
報
償
金
を
増
額
す
る
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
は
10
名
で
令
和

３
年
度
３
８
４
頭
捕
獲
、
４
０
０

頭
の
捕
獲
目
標
を
設
定
。

　
鳥
獣
防
護
柵
は
片
山
地
区
で
現

地
調
査
を
行
い
、
効
果
が
期
待
さ

れ
る
場
所
に
早
期
設
置
を
検
討
。

片
山
南
地
区
竹
藪
に
残
っ
た
鹿
対

策
を
強
化
。
囲
い
わ
な
や
箱
わ
な

は
、
補
助
金
等
活
用
し
増
設
。
県

政
策
は
今
後
具
体
化
。

　
埼
玉
県
の
事
故
以
来
、
全
国
で

上
下
水
道
の
陥
没
等
が
多
発
、「
①

陥
没
実
態
　
②
上
下
水
道･

農
業

集
落
排
水
や
用
水
路
管
　
③
狭
隘

道
路
対
策
へ
の
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
活
用
」
を
質
問
。

建
設
課
長

①�

水
路
経
年
劣
化
漏
水
に
よ
り
土

砂
流
出
、
路
面
下
空
洞
で
、
幅

50
㎝
・
深
さ
10
～
30
㎝
の
小
規

模
な
道
路
陥
没
が
毎
年
発
生
。

　
池
田
山
の
山
麓
、
特
に
片
山
地

区
で
鹿
の
食
害
が
拡
大
。
耕
作
放

棄
の
一
因
と
も
な
る
。
被
害
状
況
、

対
策
、
県
政
策
「
鳥
獣
害
の
な
い

里
山
を
つ
く
り
」
連
携
を
質
問
。

　
併
せ
て
、
東
光
寺
谷
か
ら
南
の

山
中
防
護
柵
設
置
と
平
地
部
に

残
っ
た
鹿
・
猪
の
駆
除
も
要
望
。

産
業
課
長

　
食
害
は
山
麓
地
域
が
中
心
。
片

山
北
地
区
で
は
約
８
ha
の
小
麦

が
、町
平
均
収
量
よ
り
２
割
減
少
。

山
麓
地
域
に
12
　km
の
鳥
獣
防
護
柵

を
設
置
済
み
。

森　政郎 議員

強力な二ホンジカ対策を

町
内
道
路
の
整
備

シカの食害にあった小麦（片山）

� （件）

陥没件数 漏水件数
2019年  4 57
2020年 10 78
2021年 27 61
2022年 11 66
2023年 12 87
2024年 15 99

道路陥没状況（本郷）
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一 般 質 問

　
国
や
県
の
指
定
文
化
財
は
一
定

の
基
準
が
あ
る
の
で
仕
方
が
な
い

が
、
町
指
定
文
化
財
が
隣
接
町
に

比
べ
て
非
常
に
少
な
い
。（
表
参

照
）
町
指
定
文
化
財
は
24
の
み
。

　
揖
斐
川
町
の
小
島
地
区
で
は
地

域
の
文
化
財
な
ど
を
紹
介
す
る
ミ

ニ
看
板
を
設
置
、
そ
こ
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
付
け
約
１
５
０
カ
所
を

紹
介
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

設
定
し
地
域
理
解
を
深
め
て
い

る
。

　
八
幡
地
区
で
は
「
ふ
る
さ
と
や

わ
た
」
の
発
行
に
関
連
し
て
「
や

わ
た
探
訪
」
で
41
カ
所
52
物
件
を

紹
介
し
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
活

用
し
て
い
る
。

　
中
央
公
民
館
ふ
る
さ
と
資
料
室

に
展
示
し
て
い
る
遺
跡
・
遺
物
を

現
地
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
の
ミ
ニ

案
内
板
を
設
置
し
有
効
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

社
会
教
育
課
長

　
町
指
定
文
化
財
が
少
な
い
の
は

事
実
。
文
化
財
は
基
本
個
人
所
有

の
財
産
で
あ
る
か
ら
所
有
者
の
申

請
が
必
要
。

　
近
年
で
は
盗
難
の
心
配
な
ど
か

ら
、
４
件
お
断
り
さ
れ
て
い
る
。

文
化
財
指
定
は
町
の
宝
と
し
て
保

護
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
損
傷
等

の
修
復
に
は
、
町
の
補
助
制
度
の

対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
指
定
の
際

に
は
厳
密
な
調
査
と
見
極
め
が
必

要
だ
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
活
用
に
つ

い
て
は
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。

　
ふ
る
さ
と
祭
に
武
将
姿
が
見

ら
れ
な
く
な
り
寂
し
い
。
予
算 

１
，０
０
０
万
円
の
内
８
３
０
万

円
は
会
場
設
営
費
と
イ
ベ
ン
ト
委

託
料
で
あ
る
。
町
民
参
加
型
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
、
実
行
委
員
や
観
光

協
会
役
員
に
女
性
が
参
画
で
き
る

よ
う
改
革
さ
れ
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
祭
に
地
元
企
業
の
紹

介
や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

町
　
長

　
ふ
る
さ
と
祭
は
昭
和
52
年
か
ら

町
内
各
所
で
始
ま
り
、
当
時
は
６

武
将
で
あ
っ
た
。
甲
冑
等
の
老
朽

化
や
、
関
係
区
の
負
担
軽
減
も
考

慮
し
、
武
将
供
養
祭
を
ふ
る
さ
と

祭
と
分
離
し
た
。

　
か
つ
て
は
祭
り
の
主
体
が
住
民

の
皆
さ
ん
で
、
そ
れ
を
行
政
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
き
た
の
が
「
み
の
池

田
ふ
る
さ
と
祭
」。

　
平
成
６
年
に
役
場
庁
舎
周
辺
に

会
場
を
移
し
商
工
会
を
中
心
に
実

施
。

　
感
謝
と
祭
り
の
主
役
は
町
民
の

み
な
さ
ん
と
の
思
い
で
仮
称
「
池

田
町
の
祭
り
の
あ
り
方
検
討
会
」

を
立
ち
上
げ
、
企
業
の
参
加
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
窓
口
の
設
置
等
も

含
め
検
討
し
た
い
。

　
女
性
が
充
て
職
の
と
こ
ろ
に
手

が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

野網義一 議員

隣接町に比べ少ない町指定文化財
文化財や遺跡に QR コード付き案内板で

ふるさと資料室の有効活用を

・
武
将
姿
が
消
え
て
寂
し
い

・
８
割
を
超
す
委
託
料

・
役
員
に
女
性
参
画
を

・ 

企
業
紹
介
と
ふ
る
さ
と
納

税
窓
口
の
設
置
を

み
の
池
田

 

ふ
る
さ
と
祭

みの池田ふるさと祭のにぎわい

揖斐川町・小島地域のQRコード付き案内板

指定文化財の数� （件）

国指定 県指定 町指定

池 田 町   1   7   24

揖斐川町  10 44 259

大 野 町   4   6 142

神 戸 町   4 23 131

垂 井 町   9 16   55
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一 般 質 問

②�

大
口
径
の
埋
設
水
路
管
は
西
濃

用
水
の
み
、
口
径
２・
３
ｍ
が

２・８
㎞
。
２
・
65
ｍ
が
１・７

㎞
。
地
盤
か
ら
１・５
～
６・８

ｍ
に
埋
設
。

③�
補
助
活
用
に
は
計
画
策
定
が
必

要
で
あ
り
、
調
整
な
ど
の
時
間

や
費
用
が
か
か
る
。
１
筆
ご
と

に
境
界
確
定
可
能
な
地
籍
調
査

事
業
を
優
先
し
て
い
き
た
い
。

水
道
課
長

　
上
下
水
道
管
破
損
に
よ
る
道
路

陥
没
は
、
給
水
管
原
因
で
は
本
年

度
１
件
。
突
発
的
な
漏
水
事
故
が

年
間
60
件
程
で
、
取
り
出
し
管
が

ほ
ぼ
７
割
、
路
肩
付
近
が
多
い
。

水
道
管
の
深
さ
は
１
ｍ
か
ら
１
・

２
ｍ
で
、
町
内
総
延
長
は
２
０
５

㎞
。

　
水
道
管
の
耐
用
年
数
は
40
年
と

さ
れ
て
お
り
、
供
用
開
始
が
最
も

早
い
北
部
で
昭
和
61
年
の
た
め
、

管
路
更
新
計
画
を
策
定
予
定
。

　
一
方
、
下
水
道
管
は
腐
食
が
進

み
や
す
い
環
境
で
は
５
年
に
１
回

の
点
検
義
務
化
。
平
成
28
年
度
か

ら
、
不
明
水
流
入
が
多
い
管
路
に

管
内
カ
メ
ラ
調
査
を
実
施
、
不
良

箇
所
は
修
繕
対
応
。

　
下
水
道
管
の
標
準
耐
用
年
数
は

50
年
で
、
中
谷
地
区
農
業
集
落
排

水
で
、
供
用
開
始
か
ら
27
年
で
あ

る
た
め
更
新
時
期
は
ま
だ
先
。

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、
直
近
５
年
間

で
１
，４
５
６
頭
捕
獲
、
令
和
７

年
度
か
ら
報
償
金
を
増
額
す
る
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
は
10
名
で
令
和

３
年
度
３
８
４
頭
捕
獲
、
４
０
０

頭
の
捕
獲
目
標
を
設
定
。

　
鳥
獣
防
護
柵
は
片
山
地
区
で
現

地
調
査
を
行
い
、
効
果
が
期
待
さ

れ
る
場
所
に
早
期
設
置
を
検
討
。

片
山
南
地
区
竹
藪
に
残
っ
た
鹿
対

策
を
強
化
。
囲
い
わ
な
や
箱
わ
な

は
、
補
助
金
等
活
用
し
増
設
。
県

政
策
は
今
後
具
体
化
。

　
埼
玉
県
の
事
故
以
来
、
全
国
で

上
下
水
道
の
陥
没
等
が
多
発
、「
①

陥
没
実
態
　
②
上
下
水
道･

農
業

集
落
排
水
や
用
水
路
管
　
③
狭
隘

道
路
対
策
へ
の
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
活
用
」
を
質
問
。

建
設
課
長

①�

水
路
経
年
劣
化
漏
水
に
よ
り
土

砂
流
出
、
路
面
下
空
洞
で
、
幅

50
㎝
・
深
さ
10
～
30
㎝
の
小
規

模
な
道
路
陥
没
が
毎
年
発
生
。

　
池
田
山
の
山
麓
、
特
に
片
山
地

区
で
鹿
の
食
害
が
拡
大
。
耕
作
放

棄
の
一
因
と
も
な
る
。
被
害
状
況
、

対
策
、
県
政
策
「
鳥
獣
害
の
な
い

里
山
を
つ
く
り
」
連
携
を
質
問
。

　
併
せ
て
、
東
光
寺
谷
か
ら
南
の

山
中
防
護
柵
設
置
と
平
地
部
に

残
っ
た
鹿
・
猪
の
駆
除
も
要
望
。

産
業
課
長

　
食
害
は
山
麓
地
域
が
中
心
。
片

山
北
地
区
で
は
約
８
ha
の
小
麦

が
、町
平
均
収
量
よ
り
２
割
減
少
。

山
麓
地
域
に
12
　km
の
鳥
獣
防
護
柵

を
設
置
済
み
。

森　政郎 議員

強力な二ホンジカ対策を

町
内
道
路
の
整
備

シカの食害にあった小麦（片山）

� （件）

陥没件数 漏水件数
2019年  4 57
2020年 10 78
2021年 27 61
2022年 11 66
2023年 12 87
2024年 15 99

道路陥没状況（本郷）




